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腹部大動脈閉塞が下腸間膜動脈より腎動脈分岐部まで及ぶと， highaortic occlusion, jux-









5) extraanatomic bypass 
直達手術の困難な場合にはバイパス手術が選ばれ，例えば版寓・大腿動脈の longexternal 
bypassの場合には，人工血管に関する問題（屈曲，圧迫閉塞，血栓形成，動脈癌発生，感染など）
が提起され，われわれもこれに触れてきた（手術 29: 1315, 1975；臨床外科 31: 521. 1976）が，
もっと良い適応基準，方法，人工血管はないだろうか．術後開存率も高く好成績を挙げておられる
発表もある．
6) 腸管壊死
腹部大動脈手術と関連する上・下腸間膜動脈の問題である. ASOの剖検例をみるとこれらの動
脈が狭窄を示していることがあり，これを予め知っておく必要はないだろうか．現在血管外科に限
らず， 高令者に対する手術が積極的l乙施行されており，最近われわれも74才男子直腸癌手術後，腸
管壊死をきたし失なったが．大動脈の手術のときも注意を払うべきであり，東北大学大内博らは
「上腸間膜動脈に閉塞ある場合には，腹部大動脈一上腸間膜動脈問自家静脈ノ〈イパス手術等であら
かじめ再建する等の積極的な対策が望まれる」とさえいっている．
以上主に腹部大動脈高位閉塞について述べたが．現在この手術も標準化されてきたといって良
い．また Leriche症候群についても昨今の学会で種々論議されており，京大熊田博士の論文も見
られるので参照され度い．
